








　ＪＡグループでは2008年から「みんなのよい食
プロジェクト」に取り組んでいます。地産地消の
推進や農業祭、農業体験、料理教室の実施な
ど、さまざまな形で、食の大切さ、国産農畜産物
の魅力、農業生産現場の営みや想いなどを伝え
ることで、みんなが「よい食」について考えるきっ
かけをつくり、さらには日本農業のファンになって
もらえるよう活動を展開しています。

　ＪＡグループは、市町村段階・都道府県段階・全国段階の３段
階で組織を構成しています。
　ＪＡは、市町村段階を事業領域としており、農業者・地域住民が
組合員となっています。

　また、ＪＡが会員となり組織しているのがＪＡ連合会・中央会で
す。都道府県を事業領域とする都道府県連合会・中央会と、全
国を事業領域とする全国連合会・中央会があります。

JAグループの組織

みんなのよい食
プロジェクト

　JA全中では、2018年４月にJAグループアプリ「JA旬みっけ！」をリリースしました。
アプリをダウンロードいただき、お近くのJA・JAファーマーズマーケットを登録すると、
アプリ利用者にぴったりの旬の農畜産物やJAに関する情報が続 と々届きます。
　100種類を超える野菜・果物が収録された「旬の食材辞典」も充実しており、
アプリ利用者の食と農の理解促進につながります。
　今後とも、JAグループは、多様な広報媒体を活用して、「食」「農」「協同組合」
の国民理解醸成に取り組みます。
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代表・総合調整・経営相談等事業

旅行事業

農畜産物販売事業、
生産資材購買事業など

貯金、農業融資、
住宅ローンなど

生命共済、建物共済、
自動車共済など JAグループの代表・総合調整・経営相談機能など

JAの旅行事業など

「日本農業新聞」の発行と
情報発信など

「家の光」の出版と
文化事業など

保健事業、医療事業、
高齢者福祉事業など

計1,054万人

 （ 2 0 1 8 年 4 月 現 在 ）

JA（農業協同組合） 646
役職員 25万人

全 国 段 階

出典　※本書は、以下の調査等を参考にしています
ＪＡ全中「全ＪＡ調査」、ＪＡ全中「ＪＡファクトブック」、農林水産省「総合農協統計表」、農林水産省「６次産業化総合調査」、総務省消防庁調べ、ＪＡ全中調べ
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